
は
じ
め
に

　

切き
り

原ば
る

ダ
ム
は
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
平
成
二
十
四
年
度

に
か
け
て
国
営
尾
鈴
土
地
改
良
事
業
に
よ
り
、
宮
崎
県
の

ほ
ぼ
中
央
部
に
そ
そ
ぐ
一
級
河
川
小
丸
川
水
系
切
原
川
の

宮
崎
県
児
湯
郡
川
南
町
川
南
地
内
に
農
業
用
ダ
ム
（
か
ん

が
い
用
）
と
し
て
農
林
水
産
省
が
建
設
し
た
重
力
式
コ
ン

ク
リ
ー
ト
ダ
ム
で
あ
る
。

開
拓
と
軍
用
地
と
し
て
の
歩
み

（
戦
前
〜
戦
中
）

　

当
地
域
で
は
既
に
藩
政
時
代
か
ら
移
住
者
に
よ
る
開
墾

が
進
め
ら
れ
て
い
た
が
、
戦
前
は
人
口
も
少
な
く
、
耕
地

面
積
も
乏
し
く
、
松
林
が
点
在
し
た
原
野
で
あ
っ
た
。
こ

の
た
め
、
農
家
は
も
と
よ
り
、
川
南
村
、
宮
崎
県
当
局
の

開
田
事
業
に
寄
せ
る
意
欲
は
並
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
り
、

一
九
二
五
年
に
川
南
原
国
営
開
墾
事
業
が
農
林

省
に
申
請
さ
れ
た
。
一
九
二
七
年
に
は
全
国
の

五
〇
〇
ha
以
上
の
大
規
模
開
墾
可
能
地
を
国
営

事
業
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
、
本
地
域

を
含
む
五
地
区
が
選
定
さ
れ
た
。
京
都
府
の
巨

椋
池
開
墾
事
業
が
第
一
号
と
し
て
着
手
さ
れ
、

当
該
事
業
も
閣
議
決
定
を
受
け
一
九
三
九
年
に

事
業
着
手
と
な
っ
た
が
、
太
平
洋
戦
争
の
激
化

に
よ
り
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　

国
営
事
業
の
中
止
の
み
な
ら
ず
、
当
地
域
は

戦
争
の
影
響
を
大
き
く
受
け
た
地
域
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
軍
用
地
と
し
て
の
歴
史
で
あ
る
。

日
清
、
日
露
、
第
一
次
世
界
大
戦
と
戦
争
の
方

法
は
大
き
く
変
化
し
た
が
、
最
初
は
馬
に
乗
っ

て
早
く
移
動
で
き
る
騎
兵
隊
が
主
力
で
、
馬
の

飼
育
・
訓
練
の
た
め
に
川
南
の
中
心
部
の
大
半

幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
た

幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
た

尾
鈴
地
域
、地
域
の
畑
か
ん
農
業
と

尾
鈴
地
域
、地
域
の
畑
か
ん
農
業
と

畜
産
業
の
発
展
を
担
う

畜
産
業
の
発
展
を
担
う

切
原
ダ
ム

切
原
ダ
ム

前
田
建
設
工
業
株
式
会
社　

常
務
理
事　
　

前
田
建
設
工
業
株
式
会
社　

常
務
理
事　
　

原
川
　
忠
典

原
川
　
忠
典
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を
国
が
軍
用
地
と
し
て
買
い
上
げ
た
。
そ
の
本
部
が
置
か

れ
た
場
所
が
現
在
の
県
立
農
業
大
学
校
の
敷
地
で
、
馬
の

管
理
・
乗
馬
訓
練
の
た
め
の
騎
馬
隊
の
兵
舎
が
国
光
原
中

学
校
の
当
初
の
建
物
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
戦
争
の
方
法

は
変
化
し
、
飛
行
機
か
ら
飛
び
降
り
攻
撃
す
る
落
下
傘
部

隊
が
編
成
さ
れ
、
一
九
四
一
年
九
月
に
部
隊
が
当
地
に
駐

屯
し
、
以
後
終
戦
ま
で
新
田
原
と
唐
瀬
原
が
陸
軍
空
挺
部

隊
の
駐
屯
地
と
な
っ
た
。
な
お
、米
軍
と
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
・

レ
イ
テ
島
に
お
け
る
戦
い
で
は
、
川
南
で
訓
練
し
た

一
二
、〇
〇
〇
人
の
軍
人
が
戦
地
に
飛
び
立
ち
、
そ
の
戦

死
者
は
約
一
万
人
に
も
上
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

日
本
三
大
開
拓
地
へ（
戦
争
直
後
の
歩
み
）

　

戦
後
の
国
土
荒
廃
と
食
糧
不
足
を
受
け
、
食
糧
増
産
と

職
を
失
っ
た
戦
災
者
、
軍
人
、
外
地
か
ら
の
引
揚
者
の
帰

事業実施経緯

昭和15年度 川南原国営開拓建設事業開始
昭和19年度 川南原国営開拓建設事業中止
昭和21年10月 農林省高鍋川南開拓建設事業所設置
昭和26年 5 月 国営幹線用水路完成、通水式
昭和34年 3 月 青鹿ため池全工事竣工（登口幹線用水路含む）
昭和33年度 青鹿ため池登口幹線用水路末端より県営開拓地改良事業により

パイプライン工事着手
昭和36年度 高鍋川南国営開拓事業完了
昭和38年度 県営開拓地改良事業竣工
昭和59年度～平成元年度 直轄調査
平成 2年度～平成 4年度 全体実施設計
平成 8年 9月19日 事業施行申請
平成 9年 2月18日 国営尾鈴土地改良事業の事業計画決定
平成 8年度　　 事業着手（尾鈴農業水利事業所開所）
平成 9年 4月 4日 事業計画確定
平成14年度～平成18年度 工事用道路・付替道路工事
平成18年 3 月～20年 1 月 ダム本体掘削
平成20年10月～22年10月 コンクリート打設
平成23年度から平成24年度 試験湛水（平成23年10月～平成24年10月）　
平成25年度 尾鈴農業水利事業所閉所

ダムの諸元

位 置 宮崎県児湯郡川南町大字川南地内（マップコード　219 461 793＊35）
河 川 名 一級河川小丸川水系切原川 目 的 農業用水

堤体
型 式 重力式コンクリートダム
基 礎 地 質 溶結凝灰岩層
堤 高 61.3m
堤 長 227.0m ダム軸方位　N27度
堤 頂 幅 4.0m
堤 体 積 230.0千m3

堤体法勾配 上流　鉛直、下流 1：0.83

洪 水 吐

型式 自由越流式
設計洪水流量 165 m3/s
越流堤長 79.5m
越流水深 1.1m
減勢工 副ダム型式（H=3.5m）

取 水 設 備

型式　 堤体懸垂型取水塔（多孔式）
 スライドゲート　0.7m×0.7m　 6門
最大取水量 1.069m3/s
 （利水0.675m3/s、放流0.394m3/s）

放 流 設 備
ジェットフローゲート（河川維持放流と兼用）
 φ250mm
最大放流能力 0.428m3/s
間接流域からの取水施設

宮ヶ原頭首工 最大取水量：0.497m3/s、
フィックスタイプ無堰頭首工

貯水池

流 域 面 積
直接　3.1km2

間接　1.1km2

満 水 面 積 0.112km2

堤 頂 高 EL. 266.30m

設計洪水位 EL. 264.40m

サーチャージ水位 EL. 264.30m

常時満水位 EL. 263.30m

洪水期制限水位 －

最 低 水 位 EL. 234.40m

総貯水容量 2,040千m3

有効貯水容量 1,900千m3

堆 砂 容 量   140千m3

かんがい容量 1,900千m3

洪水調節容量 －

上水道容量 －

工業用水容量 －

発 電 －

ダム工事費 104億円
施 工 者 前田建設工業（株）
ダム管理事務所 中央管理所　宮崎県児湯郡川南町大字川南2496-3　0983-27-3424
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農
促
進
を
図
る
た
め
、
各
地
で
開
拓
事
業
が
実
施
さ
れ
た
。

当
時
の
川
南
村
で
は
前
述
し
た
と
お
り
、
軍
馬
補
充
部
、

落
下
傘
降
下
場
等
の
軍
用
地
が
大
半
を
占
め
て
い
た
が
、

終
戦
直
後
に
こ
れ
ら
の
軍
用
地
は
農
林
省
開
拓
財
産
に
切

り
替
え
ら
れ
た
。
こ
れ
を
契
機
に
国
営
開
拓
事
業
が
実
施

さ
れ
、
約
一
〇
億
円
の
費
用
を
投
じ
て
一
九
四
六
年
〜

一
九
五
九
年
に
渡
り
、
青せ

い

鹿ろ
く

ダ
ム
の
建
設
に
よ
る
四
二
〇

ha
の
畑
地
か
ん
が
い
、
八
一
〇
ha
の
田
と
一
、〇
六
五
ha

の
畑
の
造
成
が
行
わ
れ
た
。
当
時
実
施
さ
れ
た
国
営
開
拓

事
業
地
区
の
う
ち
、
規
模
と
難
易
度
に
よ
り
青
森
県
三
本

木
原
（
現
十
和
田
市
）、
福
島
県
白
河
矢
吹
（
現
矢
吹
町
）

と
と
も
に
宮
崎
県
川
南
原
（
現
川
南
町
）
が
日
本
三
大
開

拓
地
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
当
時
は
、
海
外
か
ら
の
引
揚
者

を
含
め
て
全
国
か
ら
入
植
希
望
者
が
殺
到
し
、
開
拓
者
の

出
身
県
は
全
国
都
道
府
県
に
お
よ
び
「
川
南
合
衆
国
」
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
県
中
央
部
に
位
置
し
、
広
大

な
面
積
を
擁
し
な
が
ら
も
台
地
の
ほ
と
ん
ど
を
軍
用
地
に

占
有
さ
れ
、
貧
し
い
一
村
に
過
ぎ
な
か
っ
た
川
南
は
、
終

戦
を
契
機
に
国
営
事
業
が
再
開
さ
れ
、
全
国
各
地
か
ら
多

く
の
人
々
が
入
植
し
、
大
規
模
な
開
拓
村
に
な
っ
た
。

国
営
尾
鈴
土
地
改
良
事
業
の
発
足

（
国
営
開
拓
事
業
完
了
か
ら
三
〇
年
を
経
て
）

　

高
鍋
川
南
開
拓
建
設
事
業
の
完
了
か
ら
三
〇
年
が
経
過

し
、
同
事
業
で
建
設
さ
れ
た
青
鹿
ダ
ム
の
受
益
地
（
約

四
〇
〇
ha
）
の
う
ち
標
高
の
高
い
地
域
で
は
水
圧
不
足
に

よ
る
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の
障
害
が
生
じ
、
自
然
圧
で
使
用

で
き
る
受
益
地
に
お
い
て
も
開
水
路
や
調
整
池
で
の
泥
や

ご
み
の
混
入
に
よ
り
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の
目
詰
ま
り
等
の

問
題
が
生
じ
て
き
た
。
併
せ
て
、
同
ダ
ム
の
取
水
施
設
や

送
水
路
の
老
朽
化
も
著
し
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
ダ
ム
の
水

圧
を
有
効
活
用
し
た
送
水
路
の
全
線
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
化
と

ダ
ム
施
設
改
修
の
要
望
が
出
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
青
鹿
ダ
ム
の
受
益
農
家
は
水
に
恵
ま
れ
、
茶
の

凍
霜
害
の
防
止
や
ハ
ウ
ス
内
の
病
害
虫
の
駆
除
に
も
利
用

さ
れ
効
果
も
実
証
さ
れ
て
い
た
が
、
水
瓶
を
持
た
な
い
地

域
の
農
家
は
そ
の
恩
恵
に
浴
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
新

規
の
畑
地
か
ん
が
い
の
要
望
も
持
ち
上
が
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
青
鹿
ダ
ム
掛
か
り
の
受
益
地

で
は
ダ
ム
の
一
部
改
修
と
水
路
整
備（
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
化
）

を
実
施
す
る
と
も
に
、
新
た
な
水
源
と
し
て
の
切
原
ダ
ム

建
設
を
主
な
内
容
と
す
る
国
営
尾
鈴
土
地
改
良
事
業
が
実

施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

切
原
ダ
ム
の
建
設

　

新
規
に
建
設
す
る
切
原
ダ
ム
は
流
域
が
小
さ
い
こ
と
か

ら
、
間
接
流
域
と
し
て
宮
ケ
原
川
に
頭
首
工
を
設
け
、
導

水
路
に
よ
り
切
原
ダ
ム
に
導
水
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、

切
原
ダ
ム
に
貯
水
し
た
水
は
新
た
な
畑
地
か
ん
が
い
受
益

地
の
み
な
ら
ず
、
青
鹿
ダ
ム
の
受
益
地
に
用
水
不
足
が
生

じ
た
場
合
は
、
幹
線
水
路
を
通
じ
て
補
給
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

　

切
原
ダ
ム
は
、
堤
高
六
一
・
三
m
、
堤
長
二
二
七
m
、

有
効
貯
水
量
一
、九
〇
〇
千
㎥ 
の
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ダ
ム
で
あ
る
。
ダ
ム
サ
イ
ト
は
、
谷
が
狭
く
基
礎
地
盤
が

堅
硬
な
C
M
級
以
上
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
重
力
式
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ダ
ム
と
中
心
遮
水
ゾ
ー
ン
型
フ
ィ
ル
ダ
ム
の
い
ず

れ
も
施
工
可
能
で
あ
っ
た
が
、
①
経
済
性
が
優
れ
て
い
る
、

②
施
工
性
に
優
れ
て
い
る
、
③
使
用
材
料
の
懸
念
が
少
な

い
理
由
に
よ
り
、
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
を
採
用
し

た
。

　

提
体
の
設
計
は
、
安
定
計
算
に
基
づ
き
、
上
流
面
勾
配

を
鉛
直
、
下
流
面
勾
配
を
一
対
〇
・
八
三
と
し
た
。
滑
動

に
対
す
る
安
定
性
の
検
討
に
お
い
て
は
、
基
礎
地
盤
内
に

低
角
度
節
理
の
密
集
し
た
弱
層
や
小
断
層
の
存
在
が
懸
念

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
F
E
M
解
析
で
特
定
し
た
弱
層
や
小

断
層
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
置
換
す
る
方
法
と
フ
イ
レ
ッ
ト

を
増
厚
す
る
方
法
の
二
案
を
比
較
し
、
基
礎
掘
削
量
と
コ

ン
ク
リ
ー
ト
量
等
の
経
済
性
か
ら
前
者
を
採
用
し
た
。

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
に
当
た
っ
て
は
、
横
継
ぎ
目
型
枠

が
省
略
で
き
、施
工
ヤ
ー
ド
を
広
く
と
れ
施
工
の
効
率
化
・

省
力
化
が
可
能
で
、
温
度
応
力
上
も
優
位
な
こ
と
か
ら
、

拡
張
レ
ヤ
工
法
を
採
用
し
た
。
打
設
に
は
一
三
・
五
ト
ン

の
タ
ワ
ー
ク
レ
ー
ン
お
よ
び
補
助
設
備
と
し
て
二
〇
〇
ト

ン
の
ク
ロ
ー
ラ
ク
レ
ー
ン
＊
二
台
を
用
い
、
レ
ヤ
長
の
長

い
低
位
標
高
で
は
〇
・
七
五
m
、
レ
ヤ
長
が
小
さ
く
な
る

中
・
高
位
標
高
で
は
打
継
面
処
理
数
量
減
に
よ
る
コ
ス
ト

縮
減
を
考
慮
し
一
・
五
m
の
リ
フ
ト
で
施
工
し
た
。
夏
期

川南合衆国

は
暑
中
対
策
と
し
て
夜
間
打
設
、
冬
季
は
寒
中
対
策
と
し

て
打
設
開
始
時
間
の
調
整
を
行
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
が
概
ね
八
割
終
了
し
た
時
点
で
思
わ

ぬ
事
態
が
発
生
し
た
。

畜
産
王
国
宮
崎
を
襲
っ
た
口
蹄
疫

　

二
〇
一
〇
年
四
月
二
十
日
に
国
営
事
業
の
受
益
地
を
含

む
都
農
町
に
お
い
て
口
蹄
疫
の
発
生
が
確
認
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
皆
さ
ん
ご
存
じ
の
通
り
、
二
〇
〇
七
年

に
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
で
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
を
獲
得
し
た
「
宮
崎
牛
」、
長
年
に

わ
た
り
品
種
改
良
が
進
め
ら
れ
て
き
た
「
ハ
マ

ユ
ウ
ポ
ー
ク
」、
東
国
原
知
事
就
任
後
の
全
国

的
な
ブ
ー
ム
と
な
っ
た
「
み
や
ざ
き
地
頭
鶏
」

な
ど
、
宮
崎
は
畜
産
王
国
で
あ
る
。
県
で
は
直

ち
に
「
宮
崎
県
口
蹄
疫
防
疫
対
策
本
部
」
を
設

置
し
、
国
、
市
町
村
、
関
係
団
体
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
獣
医
師
、
自
衛
隊
、
警
察
等
々
県
内

外
か
ら
の
多
大
な
協
力
を
得
な
が
ら
、
一
丸
と

な
っ
て
懸
命
な
封
じ
込
め
を
行
っ
た
。
実
は
、

宮
崎
県
で
は
口
蹄
疫
は
一
〇
年
前
に
も
発
生

し
て
い
る
。
そ
の
時
は
早
期
の
封
じ
込
め
に
成

功
し
た
が
、
今
回
の
口
蹄
疫
ウ
イ
ル
ス
は
強
力

な
感
染
力
を
有
し
、
畜
産
業
が
密
集
す
る
地
域

に
お
い
て
発
生
し
た
こ
と
も
あ
り
、
爆
発
的
に

感
染
が
拡
大
し
た
。
感
染
地
域
と
し
て
は
、
当

初
は
受
益
市
町
村
で
あ
る
川
南
町
、
都
農
町
内

の
み
で
あ
っ
た
が
、
四
月
二
八
日
に
は
え
び
の

市
、
五
月
十
六
日
に
は
高
鍋
町
（
受
益
市
町

村
）、
新
富
町
、
五
月
二
十
一
日
は
西
都
市
、

木
城
町
に
も
拡
大
し
た
。
最
終
的
に
は
約

二
九
万
頭
に
も
及
ぶ
家
畜
を
処
分
す
る
こ
と

と
な
り
、
最
初
の
確
認
か
ら
約
四
か
月
を
経
た

八
月
二
十
七
日
に
収
束
宣
言
を
行
う
に
至
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

本
ダ
ム
の
施
工
に
お
い
て
も
、
資
機
材
の
搬
入
・
搬
出

車
両
の
自
主
規
制
を
行
う
こ
と
と
し
、
提
体
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
打
設
を
中
断
し
た
。
こ
れ
は
国
営
事
業
所
と
協
議
し

て
決
め
た
措
置
で
は
あ
る
が
、
当
時
は
ト
ラ
ッ
ク
等
の
走

行
に
よ
り
ウ
イ
ル
ス
が
拡
散
し
て
い
る
の
で
は
と
の
懸
念

の
声
が
あ
り
、
弊
社
の
現
場
所
長
も
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
明
け
の
工
事
再
開
の
朝
に
ダ
ム
周
辺
の
畜
産
農
家
の
方

と
の
世
間
話
の
中
で
「
工
事
関
係
の
車
両
が
ウ
イ
ル
ス
を

持
っ
て
く
る
の
で
は
」
と
の
農
家
の
方
の
不
安
を
感
じ
取

り
、
そ
の
日
の
朝
に
は
工
事
一
時
中
止
を
決
断
し
、
す
ぐ

に
発
注
者
に
電
話
し
て
一
時
中
止
を
申
し
出
た
と
聞
い
て

い
る
。
以
心
伝
心
で
国
営
事
業
所
も
同
じ
考
え
で
、
早
期

の
工
事
中
断
が
決
ま
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
聞
け
ば
、
当
時

の
弊
社
所
長
は
近
隣
住
民
と
の
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
た

め
も
あ
り
、
時
間
が
あ
れ
ば
現
場
事
務
所
を
出
て
散
歩
す

る
こ
と
を
日
課
と
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
散
歩
す
れ
ば

工
事
に
関
心
を
持
っ
た
住
民
が
声
を
か
け
て
く
る
、
話
す

き
っ
か
け
は
工
事
の
話
だ
が
、
そ
の
う
ち
世
間
話
も
。
さ

ら
に
は
住
民
の
困
り
ご
と
も
相
談
さ
れ
る
、
建
設
会
社
と

し
て
で
き
る
こ
と
は
支
援
す
る
、
そ
う
す
る
こ
と
で
信
頼

関
係
が
構
築
さ
れ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

取
り
組
み
の
延
長
線
上
に
あ
る
工
事
中
断
の
即
決
は
高
く

評
価
で
き
る
も
の
と
自
負
し
て
い
る
。

　

な
お
、
打
設
再
開
に
あ
た
り
、
既
設
コ
ン
ク
リ
ー
ト
面

は
長
期
放
置
面
と
な
り
、
再
開
後
に
打
ち
重
ね
ら
れ
る
フ

レ
ッ
シ
ュ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
の
水
平
打
継
部
に
漏
水
を
誘

発
す
る
懸
念
が
あ
っ
た
。
こ
の
対
策
と
し
て
、
打
設
面
の
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農
促
進
を
図
る
た
め
、
各
地
で
開
拓
事
業
が
実
施
さ
れ
た
。

当
時
の
川
南
村
で
は
前
述
し
た
と
お
り
、
軍
馬
補
充
部
、

落
下
傘
降
下
場
等
の
軍
用
地
が
大
半
を
占
め
て
い
た
が
、

終
戦
直
後
に
こ
れ
ら
の
軍
用
地
は
農
林
省
開
拓
財
産
に
切

り
替
え
ら
れ
た
。
こ
れ
を
契
機
に
国
営
開
拓
事
業
が
実
施

さ
れ
、
約
一
〇
億
円
の
費
用
を
投
じ
て
一
九
四
六
年
〜

一
九
五
九
年
に
渡
り
、
青せ

い

鹿ろ
く

ダ
ム
の
建
設
に
よ
る
四
二
〇

ha
の
畑
地
か
ん
が
い
、
八
一
〇
ha
の
田
と
一
、〇
六
五
ha

の
畑
の
造
成
が
行
わ
れ
た
。
当
時
実
施
さ
れ
た
国
営
開
拓

事
業
地
区
の
う
ち
、
規
模
と
難
易
度
に
よ
り
青
森
県
三
本

木
原
（
現
十
和
田
市
）、
福
島
県
白
河
矢
吹
（
現
矢
吹
町
）

と
と
も
に
宮
崎
県
川
南
原
（
現
川
南
町
）
が
日
本
三
大
開

拓
地
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
当
時
は
、
海
外
か
ら
の
引
揚
者

を
含
め
て
全
国
か
ら
入
植
希
望
者
が
殺
到
し
、
開
拓
者
の

出
身
県
は
全
国
都
道
府
県
に
お
よ
び
「
川
南
合
衆
国
」
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
県
中
央
部
に
位
置
し
、
広
大

な
面
積
を
擁
し
な
が
ら
も
台
地
の
ほ
と
ん
ど
を
軍
用
地
に

占
有
さ
れ
、
貧
し
い
一
村
に
過
ぎ
な
か
っ
た
川
南
は
、
終

戦
を
契
機
に
国
営
事
業
が
再
開
さ
れ
、
全
国
各
地
か
ら
多

く
の
人
々
が
入
植
し
、
大
規
模
な
開
拓
村
に
な
っ
た
。

国
営
尾
鈴
土
地
改
良
事
業
の
発
足

（
国
営
開
拓
事
業
完
了
か
ら
三
〇
年
を
経
て
）

　

高
鍋
川
南
開
拓
建
設
事
業
の
完
了
か
ら
三
〇
年
が
経
過

し
、
同
事
業
で
建
設
さ
れ
た
青
鹿
ダ
ム
の
受
益
地
（
約

四
〇
〇
ha
）
の
う
ち
標
高
の
高
い
地
域
で
は
水
圧
不
足
に

よ
る
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の
障
害
が
生
じ
、
自
然
圧
で
使
用

で
き
る
受
益
地
に
お
い
て
も
開
水
路
や
調
整
池
で
の
泥
や

ご
み
の
混
入
に
よ
り
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の
目
詰
ま
り
等
の

問
題
が
生
じ
て
き
た
。
併
せ
て
、
同
ダ
ム
の
取
水
施
設
や

送
水
路
の
老
朽
化
も
著
し
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
ダ
ム
の
水

圧
を
有
効
活
用
し
た
送
水
路
の
全
線
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
化
と

ダ
ム
施
設
改
修
の
要
望
が
出
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
青
鹿
ダ
ム
の
受
益
農
家
は
水
に
恵
ま
れ
、
茶
の

凍
霜
害
の
防
止
や
ハ
ウ
ス
内
の
病
害
虫
の
駆
除
に
も
利
用

さ
れ
効
果
も
実
証
さ
れ
て
い
た
が
、
水
瓶
を
持
た
な
い
地

域
の
農
家
は
そ
の
恩
恵
に
浴
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
新

規
の
畑
地
か
ん
が
い
の
要
望
も
持
ち
上
が
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
青
鹿
ダ
ム
掛
か
り
の
受
益
地

で
は
ダ
ム
の
一
部
改
修
と
水
路
整
備（
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
化
）

を
実
施
す
る
と
も
に
、
新
た
な
水
源
と
し
て
の
切
原
ダ
ム

建
設
を
主
な
内
容
と
す
る
国
営
尾
鈴
土
地
改
良
事
業
が
実

施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

切
原
ダ
ム
の
建
設

　

新
規
に
建
設
す
る
切
原
ダ
ム
は
流
域
が
小
さ
い
こ
と
か

ら
、
間
接
流
域
と
し
て
宮
ケ
原
川
に
頭
首
工
を
設
け
、
導

水
路
に
よ
り
切
原
ダ
ム
に
導
水
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、

切
原
ダ
ム
に
貯
水
し
た
水
は
新
た
な
畑
地
か
ん
が
い
受
益

地
の
み
な
ら
ず
、
青
鹿
ダ
ム
の
受
益
地
に
用
水
不
足
が
生

じ
た
場
合
は
、
幹
線
水
路
を
通
じ
て
補
給
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

　

切
原
ダ
ム
は
、
堤
高
六
一
・
三
m
、
堤
長
二
二
七
m
、

有
効
貯
水
量
一
、九
〇
〇
千
㎥ 
の
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ダ
ム
で
あ
る
。
ダ
ム
サ
イ
ト
は
、
谷
が
狭
く
基
礎
地
盤
が

堅
硬
な
C
M
級
以
上
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
重
力
式
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ダ
ム
と
中
心
遮
水
ゾ
ー
ン
型
フ
ィ
ル
ダ
ム
の
い
ず

れ
も
施
工
可
能
で
あ
っ
た
が
、
①
経
済
性
が
優
れ
て
い
る
、

②
施
工
性
に
優
れ
て
い
る
、
③
使
用
材
料
の
懸
念
が
少
な

い
理
由
に
よ
り
、
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
を
採
用
し

た
。

　

提
体
の
設
計
は
、
安
定
計
算
に
基
づ
き
、
上
流
面
勾
配

を
鉛
直
、
下
流
面
勾
配
を
一
対
〇
・
八
三
と
し
た
。
滑
動

に
対
す
る
安
定
性
の
検
討
に
お
い
て
は
、
基
礎
地
盤
内
に

低
角
度
節
理
の
密
集
し
た
弱
層
や
小
断
層
の
存
在
が
懸
念

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
F
E
M
解
析
で
特
定
し
た
弱
層
や
小

断
層
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
置
換
す
る
方
法
と
フ
イ
レ
ッ
ト

を
増
厚
す
る
方
法
の
二
案
を
比
較
し
、
基
礎
掘
削
量
と
コ

ン
ク
リ
ー
ト
量
等
の
経
済
性
か
ら
前
者
を
採
用
し
た
。

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
に
当
た
っ
て
は
、
横
継
ぎ
目
型
枠

が
省
略
で
き
、施
工
ヤ
ー
ド
を
広
く
と
れ
施
工
の
効
率
化
・

省
力
化
が
可
能
で
、
温
度
応
力
上
も
優
位
な
こ
と
か
ら
、

拡
張
レ
ヤ
工
法
を
採
用
し
た
。
打
設
に
は
一
三
・
五
ト
ン

の
タ
ワ
ー
ク
レ
ー
ン
お
よ
び
補
助
設
備
と
し
て
二
〇
〇
ト

ン
の
ク
ロ
ー
ラ
ク
レ
ー
ン
＊
二
台
を
用
い
、
レ
ヤ
長
の
長

い
低
位
標
高
で
は
〇
・
七
五
m
、
レ
ヤ
長
が
小
さ
く
な
る

中
・
高
位
標
高
で
は
打
継
面
処
理
数
量
減
に
よ
る
コ
ス
ト

縮
減
を
考
慮
し
一
・
五
m
の
リ
フ
ト
で
施
工
し
た
。
夏
期

川南合衆国

は
暑
中
対
策
と
し
て
夜
間
打
設
、
冬
季
は
寒
中
対
策
と
し

て
打
設
開
始
時
間
の
調
整
を
行
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
が
概
ね
八
割
終
了
し
た
時
点
で
思
わ

ぬ
事
態
が
発
生
し
た
。

畜
産
王
国
宮
崎
を
襲
っ
た
口
蹄
疫

　

二
〇
一
〇
年
四
月
二
十
日
に
国
営
事
業
の
受
益
地
を
含

む
都
農
町
に
お
い
て
口
蹄
疫
の
発
生
が
確
認
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
皆
さ
ん
ご
存
じ
の
通
り
、
二
〇
〇
七
年

に
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
で
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
を
獲
得
し
た
「
宮
崎
牛
」、
長
年
に

わ
た
り
品
種
改
良
が
進
め
ら
れ
て
き
た
「
ハ
マ

ユ
ウ
ポ
ー
ク
」、
東
国
原
知
事
就
任
後
の
全
国

的
な
ブ
ー
ム
と
な
っ
た
「
み
や
ざ
き
地
頭
鶏
」

な
ど
、
宮
崎
は
畜
産
王
国
で
あ
る
。
県
で
は
直

ち
に
「
宮
崎
県
口
蹄
疫
防
疫
対
策
本
部
」
を
設

置
し
、
国
、
市
町
村
、
関
係
団
体
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
獣
医
師
、
自
衛
隊
、
警
察
等
々
県
内

外
か
ら
の
多
大
な
協
力
を
得
な
が
ら
、
一
丸
と

な
っ
て
懸
命
な
封
じ
込
め
を
行
っ
た
。
実
は
、

宮
崎
県
で
は
口
蹄
疫
は
一
〇
年
前
に
も
発
生

し
て
い
る
。
そ
の
時
は
早
期
の
封
じ
込
め
に
成

功
し
た
が
、
今
回
の
口
蹄
疫
ウ
イ
ル
ス
は
強
力

な
感
染
力
を
有
し
、
畜
産
業
が
密
集
す
る
地
域

に
お
い
て
発
生
し
た
こ
と
も
あ
り
、
爆
発
的
に

感
染
が
拡
大
し
た
。
感
染
地
域
と
し
て
は
、
当

初
は
受
益
市
町
村
で
あ
る
川
南
町
、
都
農
町
内

の
み
で
あ
っ
た
が
、
四
月
二
八
日
に
は
え
び
の

市
、
五
月
十
六
日
に
は
高
鍋
町
（
受
益
市
町

村
）、
新
富
町
、
五
月
二
十
一
日
は
西
都
市
、

木
城
町
に
も
拡
大
し
た
。
最
終
的
に
は
約

二
九
万
頭
に
も
及
ぶ
家
畜
を
処
分
す
る
こ
と

と
な
り
、
最
初
の
確
認
か
ら
約
四
か
月
を
経
た

八
月
二
十
七
日
に
収
束
宣
言
を
行
う
に
至
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

本
ダ
ム
の
施
工
に
お
い
て
も
、
資
機
材
の
搬
入
・
搬
出

車
両
の
自
主
規
制
を
行
う
こ
と
と
し
、
提
体
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
打
設
を
中
断
し
た
。
こ
れ
は
国
営
事
業
所
と
協
議
し

て
決
め
た
措
置
で
は
あ
る
が
、
当
時
は
ト
ラ
ッ
ク
等
の
走

行
に
よ
り
ウ
イ
ル
ス
が
拡
散
し
て
い
る
の
で
は
と
の
懸
念

の
声
が
あ
り
、
弊
社
の
現
場
所
長
も
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
明
け
の
工
事
再
開
の
朝
に
ダ
ム
周
辺
の
畜
産
農
家
の
方

と
の
世
間
話
の
中
で
「
工
事
関
係
の
車
両
が
ウ
イ
ル
ス
を

持
っ
て
く
る
の
で
は
」
と
の
農
家
の
方
の
不
安
を
感
じ
取

り
、
そ
の
日
の
朝
に
は
工
事
一
時
中
止
を
決
断
し
、
す
ぐ

に
発
注
者
に
電
話
し
て
一
時
中
止
を
申
し
出
た
と
聞
い
て

い
る
。
以
心
伝
心
で
国
営
事
業
所
も
同
じ
考
え
で
、
早
期

の
工
事
中
断
が
決
ま
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
聞
け
ば
、
当
時

の
弊
社
所
長
は
近
隣
住
民
と
の
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
た

め
も
あ
り
、
時
間
が
あ
れ
ば
現
場
事
務
所
を
出
て
散
歩
す

る
こ
と
を
日
課
と
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
散
歩
す
れ
ば

工
事
に
関
心
を
持
っ
た
住
民
が
声
を
か
け
て
く
る
、
話
す

き
っ
か
け
は
工
事
の
話
だ
が
、
そ
の
う
ち
世
間
話
も
。
さ

ら
に
は
住
民
の
困
り
ご
と
も
相
談
さ
れ
る
、
建
設
会
社
と

し
て
で
き
る
こ
と
は
支
援
す
る
、
そ
う
す
る
こ
と
で
信
頼

関
係
が
構
築
さ
れ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

取
り
組
み
の
延
長
線
上
に
あ
る
工
事
中
断
の
即
決
は
高
く

評
価
で
き
る
も
の
と
自
負
し
て
い
る
。

　

な
お
、
打
設
再
開
に
あ
た
り
、
既
設
コ
ン
ク
リ
ー
ト
面

は
長
期
放
置
面
と
な
り
、
再
開
後
に
打
ち
重
ね
ら
れ
る
フ

レ
ッ
シ
ュ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
の
水
平
打
継
部
に
漏
水
を
誘

発
す
る
懸
念
が
あ
っ
た
。
こ
の
対
策
と
し
て
、
打
設
面
の

切原ダム　断面図
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主
止
水
板
間
を
溝
状
に
斫
り
込
み
、
そ
の
中
に
塩
ビ
製
止

水
板
を
ダ
ム
軸
方
向
に
布
設
す
る
こ
と
と
し
、
両
端
部
を

各
ブ
ロ
ッ
ク
継
目
の
主
止
水
板
に
溶
着
し
た
。
溝
に
は
無

収
縮
モ
ル
タ
ル
を
充
填
し
、
上
方
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設

後
に
、
布
設
時
に
配
置
し
た
配
管
を
使
用
し
て
、
既
設
コ

ン
ク
リ
ー
ト
と
無
収
縮
モ
ル
タ
ル
の
間
に
コ
ン
タ
ク
ト
グ

ラ
ウ
チ
ン
グ
を
実
施
し
、
両
材
料
の
密
着
を
図
り
、
漏
水

経
路
の
遮
断
を
図
っ
た
。

　

余
談
で
は
あ
る
が
、
口
蹄
疫
発
生
の
二
年
ほ
ど
前
に
、

隣
接
す
る
国
営
の
畑
地
か
ん
が
い
地
区
で
目
的
外
水
利
用

が
発
生
し
た
。
か
ん
が
い
用
と
し
て
取
得
し
た
水
利
権
水

量
を
か
ん
が
い
以
外
の
用
途
に
使
っ
て
い
た
と
い
う
事
案

で
あ
る
。多
く
の
用
途
に
使
わ
れ
て
い
た
が
、一
番
多
か
っ

た
の
が
畜
産
用
水
と
し
て
の
利
用
（
畜
舎
の
洗
浄
や
冷
却

等
）
で
あ
っ
た
。
目
的
外
利
用
が
判
明
し
た
隣
接
の
国
営

地
区
で
は
、
国
営
事
業
も
完
了
し
、
事
業
計
画
策
定
時
と

比
較
し
農
地
面
積
も
減
少
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
か
ん

が
い
用
の
水
利
権
を
減
量
し
、
新
た
に
雑
用
水
と
し
て
水

利
権
を
取
得
し
、
宮
崎
県
の
主
産
業
で
あ
る
畜
産
業
に
与

え
る
影
響
を
最
小
化
す
る
手
法
を
取
っ
た
。
当
然
の
こ
と

な
が
ら
、
尾
鈴
地
区
で
も
畑
地
か
ん
が
い
用
水
の
畜
産
利

用
の
要
望
が
上
が
っ
た
。
当
時
、
畜
産
農
家
の
経
営
も
厳

し
く
、
台
地
上
で
水
源
に
乏
し
く
水
道
料
金
も
割
高
で

あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
尾
鈴
地
区
は
国

営
事
業
の
最
盛
期
で
関
連
事
業
も
こ
れ
か
ら
と
い
う
段
階

で
、
か
ん
が
い
用
の
水
利
権
を
減
量
す
る
こ
と
も
で
き
な

い
状
況
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
宮
崎
県
当
局
の
ご
努
力

も
あ
り
、「
切
原
ダ
ム
が
完
成
す
れ
ば
水
源
が
確
保
で
き

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
農
地
に
水
を
送
る
関
連
事
業
が
完

成
す
る
ま
で
に
は
時
間
が
か

か
る
。
そ
の
間
は
暫
定
的
に

畜
産
用
水
と
し
て
の
利
用
を

認
め
る
こ
と
は
、
地
域
産
業

の
発
展
、
地
域
資
源
の
有
効

利
用
に
も
資
す
る
」
と
の
考

え
の
も
と
に
畜
産
用
水
へ
の

利
用
が
可
能
と
な
っ
た
。
昨

年
度
ま
で
に
二
三
件
の
利
用

実
績
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

最
後
に

　

口
蹄
疫
終
息
宣
言
か
ら
一

年
後
の
二
〇
一
一
年
八
月
、

尾
鈴
地
区
に
隣
接
す
る
西
都

市
に
㈱
ジ
ェ
イ
エ
イ
フ
ー
ズ

み
や
ざ
き
の
九
州
最
大
規
模

の
年
間
処
理
能
力
四
、四
〇
〇

ト
ン
の
野
菜
冷
凍
加
工
施
設

が
口
蹄
疫
復
興
対
策
の
国
庫

補
助
を
受
け
て
誕
生
し
た
。

こ
れ
は
、
口
蹄
疫
発
生
の
二

年
ほ
ど
前
か
ら
「
今
後
の
宮

崎
農
業
の
発
展
の
ポ
イ
ン
ト

の
一
つ
は
加
工
・
業
務
用
野

菜
だ
。
畑
地
か
ん
が
い
を
利

用
し
て
大
い
に
進
め
よ
う
」

と
の
考
え
の
も
と
に
実
現
し

た
も
の
と
記
憶
し
て
い
る

　

切
原
ダ
ム
の
思
い
出

農
林
水
産
省
農
村
振
興
局
総
務
課

課
長
補
佐

鈴
木
　
一
喜

　

切
原
ダ
ム
着
工
間
も
な
い
平
成
十
九
年
四
月
、

宮
崎
県
川
南
町
の
国
営
尾
鈴
農
業
水
利
事
業
所

に
赴
任
し
ま
し
た
。
初
め
て
の
現
場
勤
務
で
し

た
が
海
な
し
県
出
身
の
私
に
と
っ
て
は
、
温
暖

な
気
候
や
昼
夜
で
切
り
替
わ
る
海
風
・
陸
風
、

日
本
三
大
開
拓
地
の
一
角
で
あ
る
広
大
な
農
地

と
全
国
各
地
か
ら
の
入
植
者
が
培
っ
た
風
土
が

と
て
も
新
鮮
か
つ
開
放
的
に
感
じ
た
こ
と
を
覚

え
て
い
ま
す
。

　

事
業
所
に
約
三
年
半
在
籍
し
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
切
原
ダ
ム
本
体
工
事
の
主
要
部
分
に
関

わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
年
目
は
基
礎
掘

削
が
進
む
様
子
を
眺
め
な
が
ら
、
希
少
猛
禽
類

の
生
息
環
境
調
査
や
希
少
植
物
の
移
植
地
選
定

な
ど
ダ
ム
サ
イ
ト
の
環
境
保
全
対
策
に
携
わ
り

ま
し
た
。
二
年
目
か
ら
ダ
ム
工
事
担
当
課
に
移

り
、
監
督
職
員
と
し
て
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設

が
進
む
堤
体
工
や
間
接
水
源
か
ら
の
導
水
ト
ン

ネ
ル
工
事
の
施
工
段
階
確
認
の
た
め
、
毎
日
の

よ
う
に
ダ
ム
現
場
に
通
う
日
々
で
し
た
。
二
期

工
事
の
積
算
・
発
注
や
設
計
変
更
で
は
、
主
に

基
礎
処
理
工
、
取
付
水
路
工
の
設
計
、
積
算
を

担
当
し
ま
し
た
。
特
に
記
憶
に
残
っ
て
い
る
の

は
、
当
時
の
課
長
の
指
示
の
下
、
基
礎
掘
削
で

生
じ
た
玉
石
を
ダ
ム
下
流
水
路
の
河
床
材
料
と

し
て
活
用
し
た
こ
と
で
す
。
河
床
勾
配
や
想
定

流
量
を
踏
ま
え
て
玉
石
の
突
出
高
、
配
置
間
隔

等
を
検
討
し
、
九
州
農
政
局
内
で
の
厳
し
い
技

術
審
査
に
耐
え
な
が
ら
な
ん
と
か
設
計
変
更
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

請
負
業
者
の
皆
さ
ん
と
も
に
法
被
を
着
て
定

礎
石
を
運
ん
だ
定
礎
式
や
河
川
内
転
流
工
の
切

替
え
な
ど
ダ
ム
工
事
な
ら
で
は
の
イ
ベ
ン
ト
に

立
ち
会
え
た
こ
と
も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　

不
測
の
事
態
は
、
平
成
二
十
二
年
に
家
畜
伝

染
病
の
口
蹄
疫
が
発
生
し
た
こ
と
で
す
。
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
車
両
通
行
が
制
限
さ
れ
、
ダ

ム
工
事
が
一
時
休
止
し
ま
し
た
。
国
道
等
を
通

過
す
る
車
両
の
消
毒
作
業
に
は
、
事
業
所
職
員

だ
け
で
な
く
ダ
ム
工
事
を
請
け
負
っ
て
い
た
前

田
建
設
の
方
々
に
も
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
、
切
原
ダ
ム
完
成
前
に
異
動
に

な
り
、
完
成
し
た
ダ
ム
を
見
て
い
ま
せ
ん
。
い

つ
か
水
を
貯
え
た
切
原
ダ
ム
が
尾
鈴
台
地
の
農

業
の
発
展
に
寄
与
す
る
姿
を
見
に
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

（
筆
者
は
二
〇
〇
七
年
〜

二
〇
〇
九
年
の
三
年
間
宮

崎
県
庁
で
勤
務
）。
令
和

五
年
度
時
点
で
の
取
扱
量

は
ほ
う
れ
ん
草
だ
け
で
も

二
、五
〇
〇
ト
ン
を
超
え

て
い
る
。

　

尾
鈴
地
区
で
は
、
関
連

事
業
と
し
て
県
営
畑
総
事

業
一
二
地
区
で
農
地
ま
で

水
を
届
け
る
予
定
で
あ
る
。

令
和
六
年
度
時
点
で
す
べ

て
の
地
区
が
着
工
済
み
で

あ
り
、
六
地
区
が
す
で
に

完
了
し
て
い
る
。
事
業
費

ベ
ー
ス
で
は
継
続
地
区
も

含
め
て
進
捗
率
は
九
〇
％

を
超
え
て
い
る
。

　

畑
地
か
ん
が
い
に
よ
る

計
画
的
な
作
付
け
が
可
能

と
な
っ
た
こ
と
や
、
担
い

手
農
家
へ
の
農
地
集
積
や

経
営
規
模
の
拡
大
、
更
に

は
契
約
栽
培
の
進
展
等
に
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
水
を
必
要

と
す
る
作
物
」
の
作
付
面
積
も
大
き
く
増
加
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
令
和
六
年
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
一
〇
年
前
と

比
較
し
て
、
赤
し
そ
、
ズ
ッ
キ
ー
ニ
、
ト
マ
ト
、
ネ
ギ
、

ミ
ニ
ト
マ
ト
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
二
倍
以
上
増
え
て
い
る
。

こ
れ
ら
作
物
に
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
キ
ュ
ウ
リ
、
な
す
、
ニ
ラ
、

い
ち
ご
、
か
ぼ
ち
ゃ
、
さ
と

い
も
、
だ
い
こ
ん
、
ピ
ー
マ

ン
等
を
加
え
た
水
を
必
要
と

す
る
作
物
は
全
体
で
約

三
〇
〇
ha
に
達
し
、
お
お
む

ね
二
倍
に
な
る
。

　

戦
争
に
よ
る
国
営
開
墾
事

業
の
中
止
、
戦
前
・
戦
時
中

の
軍
用
地
と
し
て
の
国
に
よ

る
買
収
、
口
蹄
疫
の
発
生
等
、

幾
多
の
試
練
を
経
て
、「
畜

産
＋
畑
作
」
の
二
本
の
軸
足

に
よ
る
地
域
振
興
に
切
原
ダ

ム
の
水
が
将
来
に
わ
た
り
貢

献
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
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土
木
事
業
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部　

施
工
支
援
部　

上
級
技
師
長

山
本
與
四
朗

　

切
原
ダ
ム
は
、
本
体
着
手
の
平
成
十
九
年
三

月
か
ら
本
体
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
完
了
後
の
平

成
二
十
三
年
三
月
ま
で
在
籍
し
、
完
成
し
た
平

成
二
十
四
年
三
月
ま
で
、
本
社
の
担
当
で
し
た
。

農
林
水
産
省
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
は
、
東
海

農
政
局
の
安
濃
ダ
ム
以
来
二
回
目
と
な
り
ま
す
。

両
ダ
ム
の
規
模
は
、比
較
的
近
く
、コ
ン
ク
リ
ー

ト
打
設
設
備
も
タ
ワ
ー
ク
レ
ー
ン
と
、
似
て
い

る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
新
技
術
と
し
て
、

タ
ワ
ー
ク
レ
ー
ン
を
使
用
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト

運
搬
の
自
動
化
を
、
日
本
で
早
期
に
実
施
し
ま

し
た
。
工
事
は
、
問
題
も
な
く
順
調
に
進
み
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
が
八
割
ほ
ど
進
ん
だ
時
期

に
、
周
辺
地
域
で
、
口
蹄
疫
が
発
生
し
、
そ
の

後
ダ
ム
の
近
傍
ま
で
感
染
が
拡
大
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
時
、
宮
崎
県
内
で
は
、
ト
ラ
ッ
ク
等

の
走
行
に
よ
り
、
ウ
イ
ル
ス
が
風
に
乗
り
拡
散

し
て
い
る
と
の
噂
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。
普
段

仲
良
く
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
ダ
ム
周
辺
の
畜

産
農
家
の
方
と
、
世
間
話
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

や
は
り
工
事
関
係
の
ト
ラ
ッ
ク
等
が
、
ウ
イ
ル

ス
を
持
っ
て
く
る
の
で
は
と
不
安
を
持
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
工
事
の
中
断
を
決

意
し
、
尾
鈴
事
業
所
も
同
じ
決
断
を
す
で
に
さ

れ
て
お
り
、
協
議
の
う
え
工
事
の
即
時
中
止
を

実
施
し
ま
し
た
。
工
事
中
止
の
決
断
後
は
、
た

と
え
運
搬
途
中
の
ト
ラ
ッ
ク
も
引
き
返
し
て
い

た
だ
き
、
工
事
車
両
の
進
入
を
な
く
し
、
集
落

入
り
口
に
防
疫
ポ
イ
ン
ト
を
設
け
一
般
車
両
の

消
毒
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
費
用
に
つ
い
て

は
、
事
業
所
か
ら
最
大
限
の
配
慮
を
い
た
だ
き

大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。
そ
の
影
響
か
、
感
染

範
囲
の
中
心
部
に
も
拘
わ
ら
ず
周
辺
集
落
で
は
、

一
頭
の
感
染
牛
も
発
生
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
残

念
な
事
に
、
国
の
方
針
で
あ
る
処
分
範
囲
に

入
っ
て
い
た
た
め
、
全
頭
処
分
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
し
か
し
地
元
集
落
の
方
々
か
ら
は
、

大
変
感
謝
さ
れ
、
建
設
工
事
は
、
地
元
と
の
関

わ
り
が
重
要
性
で
あ
る
と
再
認
識
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
事
務
所
隣
接
の
畜
産
農
家
の
方
に
転

勤
の
挨
拶
に
伺
っ
た
と
き
、
黙
っ
て
奥
の
牛
舎

に
案
内
さ
れ
、
二
頭
の
子
牛
を
指
さ
し
、「
牛

が
帰
っ
て
き
た
よ
」
と
嬉
し
涙
を
流
す
ご
主
人

を
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

ジェイエイフーズみやざき
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主
止
水
板
間
を
溝
状
に
斫
り
込
み
、
そ
の
中
に
塩
ビ
製
止

水
板
を
ダ
ム
軸
方
向
に
布
設
す
る
こ
と
と
し
、
両
端
部
を

各
ブ
ロ
ッ
ク
継
目
の
主
止
水
板
に
溶
着
し
た
。
溝
に
は
無

収
縮
モ
ル
タ
ル
を
充
填
し
、
上
方
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設

後
に
、
布
設
時
に
配
置
し
た
配
管
を
使
用
し
て
、
既
設
コ

ン
ク
リ
ー
ト
と
無
収
縮
モ
ル
タ
ル
の
間
に
コ
ン
タ
ク
ト
グ

ラ
ウ
チ
ン
グ
を
実
施
し
、
両
材
料
の
密
着
を
図
り
、
漏
水

経
路
の
遮
断
を
図
っ
た
。

　

余
談
で
は
あ
る
が
、
口
蹄
疫
発
生
の
二
年
ほ
ど
前
に
、

隣
接
す
る
国
営
の
畑
地
か
ん
が
い
地
区
で
目
的
外
水
利
用

が
発
生
し
た
。
か
ん
が
い
用
と
し
て
取
得
し
た
水
利
権
水

量
を
か
ん
が
い
以
外
の
用
途
に
使
っ
て
い
た
と
い
う
事
案

で
あ
る
。多
く
の
用
途
に
使
わ
れ
て
い
た
が
、一
番
多
か
っ

た
の
が
畜
産
用
水
と
し
て
の
利
用
（
畜
舎
の
洗
浄
や
冷
却

等
）
で
あ
っ
た
。
目
的
外
利
用
が
判
明
し
た
隣
接
の
国
営

地
区
で
は
、
国
営
事
業
も
完
了
し
、
事
業
計
画
策
定
時
と

比
較
し
農
地
面
積
も
減
少
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
か
ん

が
い
用
の
水
利
権
を
減
量
し
、
新
た
に
雑
用
水
と
し
て
水

利
権
を
取
得
し
、
宮
崎
県
の
主
産
業
で
あ
る
畜
産
業
に
与

え
る
影
響
を
最
小
化
す
る
手
法
を
取
っ
た
。
当
然
の
こ
と

な
が
ら
、
尾
鈴
地
区
で
も
畑
地
か
ん
が
い
用
水
の
畜
産
利

用
の
要
望
が
上
が
っ
た
。
当
時
、
畜
産
農
家
の
経
営
も
厳

し
く
、
台
地
上
で
水
源
に
乏
し
く
水
道
料
金
も
割
高
で

あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
尾
鈴
地
区
は
国

営
事
業
の
最
盛
期
で
関
連
事
業
も
こ
れ
か
ら
と
い
う
段
階

で
、
か
ん
が
い
用
の
水
利
権
を
減
量
す
る
こ
と
も
で
き
な

い
状
況
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
宮
崎
県
当
局
の
ご
努
力

も
あ
り
、「
切
原
ダ
ム
が
完
成
す
れ
ば
水
源
が
確
保
で
き

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
農
地
に
水
を
送
る
関
連
事
業
が
完

成
す
る
ま
で
に
は
時
間
が
か

か
る
。
そ
の
間
は
暫
定
的
に

畜
産
用
水
と
し
て
の
利
用
を

認
め
る
こ
と
は
、
地
域
産
業

の
発
展
、
地
域
資
源
の
有
効

利
用
に
も
資
す
る
」
と
の
考

え
の
も
と
に
畜
産
用
水
へ
の

利
用
が
可
能
と
な
っ
た
。
昨

年
度
ま
で
に
二
三
件
の
利
用

実
績
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

最
後
に

　

口
蹄
疫
終
息
宣
言
か
ら
一

年
後
の
二
〇
一
一
年
八
月
、

尾
鈴
地
区
に
隣
接
す
る
西
都

市
に
㈱
ジ
ェ
イ
エ
イ
フ
ー
ズ

み
や
ざ
き
の
九
州
最
大
規
模

の
年
間
処
理
能
力
四
、四
〇
〇

ト
ン
の
野
菜
冷
凍
加
工
施
設

が
口
蹄
疫
復
興
対
策
の
国
庫

補
助
を
受
け
て
誕
生
し
た
。

こ
れ
は
、
口
蹄
疫
発
生
の
二

年
ほ
ど
前
か
ら
「
今
後
の
宮

崎
農
業
の
発
展
の
ポ
イ
ン
ト

の
一
つ
は
加
工
・
業
務
用
野

菜
だ
。
畑
地
か
ん
が
い
を
利

用
し
て
大
い
に
進
め
よ
う
」

と
の
考
え
の
も
と
に
実
現
し

た
も
の
と
記
憶
し
て
い
る

　

切
原
ダ
ム
の
思
い
出

農
林
水
産
省
農
村
振
興
局
総
務
課

課
長
補
佐

鈴
木
　
一
喜

　

切
原
ダ
ム
着
工
間
も
な
い
平
成
十
九
年
四
月
、

宮
崎
県
川
南
町
の
国
営
尾
鈴
農
業
水
利
事
業
所

に
赴
任
し
ま
し
た
。
初
め
て
の
現
場
勤
務
で
し

た
が
海
な
し
県
出
身
の
私
に
と
っ
て
は
、
温
暖

な
気
候
や
昼
夜
で
切
り
替
わ
る
海
風
・
陸
風
、

日
本
三
大
開
拓
地
の
一
角
で
あ
る
広
大
な
農
地

と
全
国
各
地
か
ら
の
入
植
者
が
培
っ
た
風
土
が

と
て
も
新
鮮
か
つ
開
放
的
に
感
じ
た
こ
と
を
覚

え
て
い
ま
す
。

　

事
業
所
に
約
三
年
半
在
籍
し
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
切
原
ダ
ム
本
体
工
事
の
主
要
部
分
に
関

わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
年
目
は
基
礎
掘

削
が
進
む
様
子
を
眺
め
な
が
ら
、
希
少
猛
禽
類

の
生
息
環
境
調
査
や
希
少
植
物
の
移
植
地
選
定

な
ど
ダ
ム
サ
イ
ト
の
環
境
保
全
対
策
に
携
わ
り

ま
し
た
。
二
年
目
か
ら
ダ
ム
工
事
担
当
課
に
移

り
、
監
督
職
員
と
し
て
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設

が
進
む
堤
体
工
や
間
接
水
源
か
ら
の
導
水
ト
ン

ネ
ル
工
事
の
施
工
段
階
確
認
の
た
め
、
毎
日
の

よ
う
に
ダ
ム
現
場
に
通
う
日
々
で
し
た
。
二
期

工
事
の
積
算
・
発
注
や
設
計
変
更
で
は
、
主
に

基
礎
処
理
工
、
取
付
水
路
工
の
設
計
、
積
算
を

担
当
し
ま
し
た
。
特
に
記
憶
に
残
っ
て
い
る
の

は
、
当
時
の
課
長
の
指
示
の
下
、
基
礎
掘
削
で

生
じ
た
玉
石
を
ダ
ム
下
流
水
路
の
河
床
材
料
と

し
て
活
用
し
た
こ
と
で
す
。
河
床
勾
配
や
想
定

流
量
を
踏
ま
え
て
玉
石
の
突
出
高
、
配
置
間
隔

等
を
検
討
し
、
九
州
農
政
局
内
で
の
厳
し
い
技

術
審
査
に
耐
え
な
が
ら
な
ん
と
か
設
計
変
更
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

請
負
業
者
の
皆
さ
ん
と
も
に
法
被
を
着
て
定

礎
石
を
運
ん
だ
定
礎
式
や
河
川
内
転
流
工
の
切

替
え
な
ど
ダ
ム
工
事
な
ら
で
は
の
イ
ベ
ン
ト
に

立
ち
会
え
た
こ
と
も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　

不
測
の
事
態
は
、
平
成
二
十
二
年
に
家
畜
伝

染
病
の
口
蹄
疫
が
発
生
し
た
こ
と
で
す
。
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
車
両
通
行
が
制
限
さ
れ
、
ダ

ム
工
事
が
一
時
休
止
し
ま
し
た
。
国
道
等
を
通

過
す
る
車
両
の
消
毒
作
業
に
は
、
事
業
所
職
員

だ
け
で
な
く
ダ
ム
工
事
を
請
け
負
っ
て
い
た
前

田
建
設
の
方
々
に
も
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
、
切
原
ダ
ム
完
成
前
に
異
動
に

な
り
、
完
成
し
た
ダ
ム
を
見
て
い
ま
せ
ん
。
い

つ
か
水
を
貯
え
た
切
原
ダ
ム
が
尾
鈴
台
地
の
農

業
の
発
展
に
寄
与
す
る
姿
を
見
に
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

（
筆
者
は
二
〇
〇
七
年
〜

二
〇
〇
九
年
の
三
年
間
宮

崎
県
庁
で
勤
務
）。
令
和

五
年
度
時
点
で
の
取
扱
量

は
ほ
う
れ
ん
草
だ
け
で
も

二
、五
〇
〇
ト
ン
を
超
え

て
い
る
。

　

尾
鈴
地
区
で
は
、
関
連

事
業
と
し
て
県
営
畑
総
事

業
一
二
地
区
で
農
地
ま
で

水
を
届
け
る
予
定
で
あ
る
。

令
和
六
年
度
時
点
で
す
べ

て
の
地
区
が
着
工
済
み
で

あ
り
、
六
地
区
が
す
で
に

完
了
し
て
い
る
。
事
業
費

ベ
ー
ス
で
は
継
続
地
区
も

含
め
て
進
捗
率
は
九
〇
％

を
超
え
て
い
る
。

　

畑
地
か
ん
が
い
に
よ
る

計
画
的
な
作
付
け
が
可
能

と
な
っ
た
こ
と
や
、
担
い

手
農
家
へ
の
農
地
集
積
や

経
営
規
模
の
拡
大
、
更
に

は
契
約
栽
培
の
進
展
等
に
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
水
を
必
要

と
す
る
作
物
」
の
作
付
面
積
も
大
き
く
増
加
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
令
和
六
年
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
一
〇
年
前
と

比
較
し
て
、
赤
し
そ
、
ズ
ッ
キ
ー
ニ
、
ト
マ
ト
、
ネ
ギ
、

ミ
ニ
ト
マ
ト
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
二
倍
以
上
増
え
て
い
る
。

こ
れ
ら
作
物
に
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
キ
ュ
ウ
リ
、
な
す
、
ニ
ラ
、

い
ち
ご
、
か
ぼ
ち
ゃ
、
さ
と

い
も
、
だ
い
こ
ん
、
ピ
ー
マ

ン
等
を
加
え
た
水
を
必
要
と

す
る
作
物
は
全
体
で
約

三
〇
〇
ha
に
達
し
、
お
お
む

ね
二
倍
に
な
る
。

　

戦
争
に
よ
る
国
営
開
墾
事

業
の
中
止
、
戦
前
・
戦
時
中

の
軍
用
地
と
し
て
の
国
に
よ

る
買
収
、
口
蹄
疫
の
発
生
等
、

幾
多
の
試
練
を
経
て
、「
畜

産
＋
畑
作
」
の
二
本
の
軸
足

に
よ
る
地
域
振
興
に
切
原
ダ

ム
の
水
が
将
来
に
わ
た
り
貢

献
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
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献
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切
原
ダ
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口
蹄
疫
対
策
の
思
い
出

前
田
建
設
工
業
株
式
会
社　

土
木
事
業
本
部　

施
工
支
援
部　

上
級
技
師
長

山
本
與
四
朗

　

切
原
ダ
ム
は
、
本
体
着
手
の
平
成
十
九
年
三

月
か
ら
本
体
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
完
了
後
の
平

成
二
十
三
年
三
月
ま
で
在
籍
し
、
完
成
し
た
平

成
二
十
四
年
三
月
ま
で
、
本
社
の
担
当
で
し
た
。

農
林
水
産
省
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
は
、
東
海

農
政
局
の
安
濃
ダ
ム
以
来
二
回
目
と
な
り
ま
す
。

両
ダ
ム
の
規
模
は
、比
較
的
近
く
、コ
ン
ク
リ
ー

ト
打
設
設
備
も
タ
ワ
ー
ク
レ
ー
ン
と
、
似
て
い

る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
新
技
術
と
し
て
、

タ
ワ
ー
ク
レ
ー
ン
を
使
用
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト

運
搬
の
自
動
化
を
、
日
本
で
早
期
に
実
施
し
ま

し
た
。
工
事
は
、
問
題
も
な
く
順
調
に
進
み
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
が
八
割
ほ
ど
進
ん
だ
時
期

に
、
周
辺
地
域
で
、
口
蹄
疫
が
発
生
し
、
そ
の

後
ダ
ム
の
近
傍
ま
で
感
染
が
拡
大
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
時
、
宮
崎
県
内
で
は
、
ト
ラ
ッ
ク
等

の
走
行
に
よ
り
、
ウ
イ
ル
ス
が
風
に
乗
り
拡
散

し
て
い
る
と
の
噂
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。
普
段

仲
良
く
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
ダ
ム
周
辺
の
畜

産
農
家
の
方
と
、
世
間
話
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

や
は
り
工
事
関
係
の
ト
ラ
ッ
ク
等
が
、
ウ
イ
ル

ス
を
持
っ
て
く
る
の
で
は
と
不
安
を
持
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
工
事
の
中
断
を
決

意
し
、
尾
鈴
事
業
所
も
同
じ
決
断
を
す
で
に
さ

れ
て
お
り
、
協
議
の
う
え
工
事
の
即
時
中
止
を

実
施
し
ま
し
た
。
工
事
中
止
の
決
断
後
は
、
た

と
え
運
搬
途
中
の
ト
ラ
ッ
ク
も
引
き
返
し
て
い

た
だ
き
、
工
事
車
両
の
進
入
を
な
く
し
、
集
落

入
り
口
に
防
疫
ポ
イ
ン
ト
を
設
け
一
般
車
両
の

消
毒
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
費
用
に
つ
い
て

は
、
事
業
所
か
ら
最
大
限
の
配
慮
を
い
た
だ
き

大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。
そ
の
影
響
か
、
感
染

範
囲
の
中
心
部
に
も
拘
わ
ら
ず
周
辺
集
落
で
は
、

一
頭
の
感
染
牛
も
発
生
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
残

念
な
事
に
、
国
の
方
針
で
あ
る
処
分
範
囲
に

入
っ
て
い
た
た
め
、
全
頭
処
分
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
し
か
し
地
元
集
落
の
方
々
か
ら
は
、

大
変
感
謝
さ
れ
、
建
設
工
事
は
、
地
元
と
の
関

わ
り
が
重
要
性
で
あ
る
と
再
認
識
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
事
務
所
隣
接
の
畜
産
農
家
の
方
に
転

勤
の
挨
拶
に
伺
っ
た
と
き
、
黙
っ
て
奥
の
牛
舎

に
案
内
さ
れ
、
二
頭
の
子
牛
を
指
さ
し
、「
牛

が
帰
っ
て
き
た
よ
」
と
嬉
し
涙
を
流
す
ご
主
人

を
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

ジェイエイフーズみやざき
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